
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

８．窯業技術分野における 

国際標準化アクションプラン 



１．分野の全体概要・最近の動向  
ガラス、耐火物等の窯業技術分野の製品は、戦後の高度成長を支えてきた基盤製品であり、

我が国が伝統的に強い分野である。また、電子分野、情報通信分野等の先端技術分野におい

ても、部品、材料等としてセラミックス製品が多く使用されており、先端技術分野の発展を

支えている。 
窯業技術分野におけるＴＣ／ＳＣ等の参加地位、幹事国、国内審議団体等の全体概要は、

６．（１）の通りである。 

ＩＳＯ／ＴＣ２２／ＳＣ１１（自動車／グレージング材料）では、自動車用ガラスのセ

キュリティや環境に対する性能に関する規格に注目が集まっており、制定、改正等の審議が

行われている。我が国からは、新規提案こそ無いが、欧州との意見交換など、積極的に活動

を行っている。 
ＩＳＯ／ＴＣ２９／ＳＣ５（工具／研削といし及び研削材）及びＩＳＯ／ＴＣ４８（実験

用ガラス製理化学器具及び関連器具）については、国際回答提案は行っているが、新規提案、

国際会議への出席などは行っておらず、我が国の活動は沈滞している。 
ＩＳＯ／ＴＣ３３（耐火物）の分野では、中国が世界的な生産の拠点となりつつある。耐

火物製品のグローバル化は大きく進展しており、中国との技術面での整合化は非常に重要と

なっている。また、耐火物の重要な顧客である鉄鋼は、世界生産１１億トンのうち、４億ト

ンが中国で生産されている。耐火物原料の多くも中国への依存が大きく、今後、中国の動向

に注目する必要がある。一方、議長及び幹事国は英国であり、英国主導の委員会である。ま

た、Ｐ-メンバー１６ヶ国中８ヶ国がＣＥＮ メンバーであり、ＣＥＮ との繋がりが大きい

が、化学分析分野では我が国からの多くの新業務項目提案が採択されており、我が国の影響

力も上がりつつある。 
ＩＳＯ／ＴＣ６１／ＳＣ１３／ＷＧ１（プラスチック／複合材料及び強化用繊維／強化材

及びその製品）では、従来は審議が滞りがちであったが、昨年より日本が議長及び幹事国を

引き受けてから進捗を見せ始めた。昨年は、我が国からの新規提案こそなかったが、国際会

議への出席、国際回答提案などの国際活動を活発に行っている。 
ＩＳＯ／ＴＣ１６０（建築用ガラス）の分野は、防災、セキュリティ面での安全性に対す

る認識が、世界的要請状況にくらべるとまだ低いレベルではあるが、我が国でも最近ようや

く高まりつつある。このような状況の中、我が国からの新規提案は無いが、ＩＳＯ規格にＪ

ＩＳの内容を盛り込むべく、技術的裏付けに基づいた意見提出、各国への説明等を頻繁に実

施し、その結果、我が国の主張が多数取り入れられている。また、２つのＳＣ及び１３のＷ

Ｇ（全１５中）に専門家を派遣している。 
IＳＯ／ＴＣ２０６（ファインセラミックス）では、光触媒関連分野について国内市場が

年２５％以上成長しているが、同時に欧米での研究開発も盛んになってきているため、国際

標準化による競争力アップを図るべき分野である。また、多孔体、長繊維セラミックスにつ

いては、日本の技術力は他国を上回っており、国際市場獲得に向け、先行して標準化を行う

ことが必要である。現在、我が国主導の状況が続いており、特に光触媒性能評価に関する規

格化についての活動が活発である。この中で、セルフクリーニング（湿式分解性能）につい

ては、日本のＪＩＳ原案を反映した規格案がドイツから提案され、本年より審議開始を予定

している。 
  

 



２．重点ＴＣの選出及び国際標準化戦略（中期的計画及び課題）  
 我が国が伝統的に保有している耐火物製品の優位技術を、国際標準化することによって、

我が国の技術的な優位性の確立につながり、グローバル市場の創出拡大に資するＩＳＯ／Ｔ

Ｃ３３（耐火物）を、重点ＴＣと位置づける。また、我が国が技術開発で優位に立っている

光触媒や、技術革新及び実用化の途上にあるファインセラミックス及び長繊維強化材料と

いった技術を、研究開発と国際標準化を一体的に推進することによって、世界市場の創出拡

大に資するＩＳＯ／ＴＣ２０６（ファインセラミックス）を重点ＴＣと位置づける。 
 ６．（１）表中、重点分野の欄に◎を付けたものが重点分野である。 
 
ＩＳＯ／ＴＣ３３（耐火物） 
我が国の従来の取り組みは、ＷＧ１７（化学分析方法）に対して耐火物に関する化学分析

方法の提案を中心としており、今後も優位性のある我が国の技術で市場創出拡大に資する観

点から、「炭化けい素含有耐火物の蛍光Ｘ線分析方法」（２００７年）、「耐火物製品及び原料

中の硫黄に関する湿式の化学分析方法（２００８年）、機器化学分析方法（２００９年）」を

新規提案する予定である。また、我が国には、化学分析方法以外にも優れた技術が多くあり、

その中から物理試験関連として「耐火物の熱膨張に関する非接触試験方法」を２００７年に

提案する予定である。これら化学分析及び物理試験分野の原案作成は産学官のメンバーで構

成された国内の分科会で行われているが、今後も既存技術の整理・検証と同時に、これら技

術革新や規格化を検討し、活発な活動を維持していくこととする。 
海外との連携については、中国及び韓国などアジア諸国との連携が必要であり、我が国の

共同実験にアジア諸国が参加を促すことにより、標準化目的の共有化、規格案への理解と協

力を得ていくこととする。また、今日までに培ってきた欧州中心の議長、幹事、各 WG コ

ンビナー及び各国関係者との信頼関係を維持して、我が国の優れた技術を提案して行くこと

が必要である。特に物理試験分野の、国際標準化活動は緒についたばかりなので、ＩＳＯ及

びＣＥＮメンバー国との交流体制の整備が必要で、各国のキーパーソンやエキスパートの開

拓を行っていくこととする。 
なお、２０１１年、我が国でＴＣ総会開催が予定されている。ホスト国として会議を成功

裏に運営するためにも、今後３年間の活動は非常に重要であり、国内体制の基盤強化、新

テーマの掘り起こし、関係国との交流強化を図ることとする。 
 

IＳＯ／ＴＣ２０６（ファインセラミックス）

従来は、セラミックスの一般的性能に関する試験方法の規格審議が中心であったが、最近

は、用途毎の新機能に関する試験方法や評価方法などの規格審議へと幅が広がってきており、

用途分野毎の専門家の参加が不可欠となっている。これは、標準化活動が活発であることの

良い証であるが、一方で、他国提案に対応する専門家を国内で探すこと、さらに日本提案に

対応する各国の専門家を各国の標準化機関の窓口に紹介することが必要であり、今後の重点

課題として注力していくこととする。 
現在９件の原案審議中の案件があるが、この中で日本提案である光触媒関連の３件を停滞

することなく効率的に進捗させていくこととする。昨年末に各国メンバの協力のもと、審議

開始の条件をクリアする目処がたった紫外光応答型光触媒関連新提案（ドイツ提案含めて５

件）も、２００７年６月の総会（ドイツ：ベルリン）を皮切りに審議を進めていくこととす

 



る。また、２００８年には、「光触媒製品のバイオフィルム抑制性能評価方法」（経済産業省

委託事業）を、２０１０年以降には、「可視光応答型光触媒の空気浄化性能評価方法」（ＮＥ

ＤＯ事業）の国際提案を予定しており、いずれも気候風土や製品ニーズが類似しているアジ

ア諸国との結束を強化し、ＮＷＩＰの承認を得るための賛成国確保が最重要課題である。 

また、光触媒分野は我が国主導の状況であるが、外から突出していると見られないように、

今後は他国との連携を深め、協力関係を構築し効率的に規格策定作業を進めていく必要があ

る。 
２００５年から継続で実施している基準認証研究開発事業「転動部材用ファインセラミッ

クスの破壊特性試験手法の標準化」では、成果としての「モノリシックセラミックスの転動

疲労特性の試験方法」外１件の規格化を行うことにより、我が国のセラミックス産業及び、

セラミックスを用いた軸受製品の国際競争力を飛躍的に高めることを目的とする。これら新

規提案に向けて、研究段階から規格提案内容について、学会では既存の理論・経験則との整

合性を、産業界では規格ユーザーの視点から、試験条件、規定内容などの妥当性を充分に検

討していくこととする。 
「セラミックス基板の機械的・熱的特性試験方法」（経済産業省委託事業、２０１０年提

案予定）は、標準化することにより、機械的・熱的損傷で安全面の不具合と成りうるセラ

ミックス基板の品質を確保することが目的だが、これには、国内産業界からの試料提供や、

大学・研究機関による理論や科学的裏付けなど産学の協力が不可欠であり、同時にアジア各

国、ＢＲＩＣｓ等による粗悪品製作で、性能や製品に対する信用力を失墜することを防ぐた

めに、国際標準の必要性を海外にＰＲする必要がある。 
「温度傾斜場の耐熱試験方法」（経済産業省委託事業、２００８年提案予定）は、耐熱

コーティングの分野であり、現在該当ＷＧが無いため、提案と同時にＷＧの設立及びコンビ

ナー引き受けの準備を進めることとする。 
（独）産業技術総合研究所では「ガラス中の有害物質分析方法」及び「有機無機ハイブ

リット材料用無機原料の品質評価方法」等に関する材料関係の分析・評価方法の標準化の研

究開発を実施しており、将来的に国際提案を行う予定である。 
このように、今後新規提案は、年２～３件程度行うことを予定しており、いずれも研究開

発と標準化の一体的推進により、諸外国に先立つ提案を目指し、各国の理解を得るために、

各国の研究者及び標準化機関へのＰＲを行っていくこととする。 
  
３．重点 TC の活動状況 
（１）対象としている TC/SC/WG 番号及び名称  
６．（１）表中、重点分野の欄に◎を付けたものを重点分野とする。 

（２）対象としている TC/SC/WG の最近の動向（規格化方針・運営方針等） 
ＩＳＯ／ＴＣ３３（耐火物） 
この委員会は議長及び幹事国が英国で、しかも同一人物がＣＥＮ／ＴＣ１８７（耐火物）

の議長及び幹事を兼ねるという英国主導の委員会である。この会議に、２００４年３月から

我が国がオブザーバー参加し、また、２００６年３月のこの会議からは、ＣＥＮ／ＴＣ１８

７／ＷＧ４（化学分析）をＷＧ１７との合同会議とするなど運営方針にも変化が見られるよ

うになってきている。他のＷＧについても規格化作業の効率化や情報の共有化などのメリッ

トから、ＩＳＯとＣＥＮとの合同会議としたい意向が示されている。 

 



化学分析方法の規格は、１９９５年のＴＣ総会（岡山）において設置が承認されたＷＧ１

７（化学分析）が担っている。ＷＧ１７では、JIS R 2011（炭素及び炭化けい素質耐火物の

化学分析方法）などＪＩＳをベースとする６種材質１８規格が検討されている。そのほとん

どの案件が、現在ＤＩＳ～ＦＤＩＳの段階にあり、非常に順調に進んでおり、２００６年１

２月には、そのうちの１規格が発行された。今後も順次発行される予定である。我が国の貢

献については、欧州でも高い評価を得ており、ＷＧ１７の英国のコンビナーは、次のテーマ

としてFe2+とFe+3の分離定量の提案を予定しているが、我が国の技術的な協力が強く要請さ

れている。 
 欧州各国は必ずしも一枚岩ではなく、物理試験分野は、ＣＥＮ／ＴＣ１８７／ＷＧ１（物

理試験）のコンビナーがドイツであったことから、英国が ISO 新規提案をしたくても、提

案し難い状況にあった。そのためＩＳO では、当該分野のテーマ不足状態が続いていたが、

我が国から耐火物分野において熱膨張測定の標準化の重要性を技術交流の場で、JIS R 2207-
1（耐火物の熱膨張の試験方法―第１部：非接触法）を基にアピールしたところ、ＴＣ３３

のメンバーは強い関心を寄せ、我が国が提案すれば、本テーマを受け入れてもらえる感触を

得ることができた。元来、JIS R 2207-1 を始めとする熱膨張に関する試験方法は、各国共に

重要視し、必要性を認識していながら、このようにＩＳＯ化が進められていなかったが、今

後の進展が期待できる。 
 
IＳＯ／ＴＣ２０６（ファインセラミックス）

 この委員会は、我が国が幹事国であり、また国際的にも優位にある技術が多いため、我が

国が主導的に活動を行っている。光触媒については、国内市場の成長と同時に欧米での研究

開発も盛んになってきており、我が国を中心としてＩＳＯへの国際提案も活発である。元来、

ＩＳＯには光触媒を扱う適切なＴＣがなかったため、材料面で最も関連の深い当該ＴＣで審

議されることになった。 
組織全体としては、２００５年にオーストリア、２００７年にはフランスがＯ-メンバか

らＰ-メンバに変更になり、現在Ｐ-メンバ数は１６ヶ国である。２００６年の総会では、Ｗ

Ｇ３９（長繊維複合材料）、ＷＧ４０（多孔質セラミックス）、ＷＧ４１（イオン伝導性セラ

ミックス）の設置が合意された。 
規格については、２００７年３月末時点での発行済みが３１件となった。また、２００６

年に新規提案された多くが予備段階登録となっているが、これらを含めて２２項目が現在審

議中である。 
 ＷＧ３６（ベアリング材料）では、２００６年総会時に、日本からのＷＤをコンビナーが

説明し、また、リエゾンを組んでいるＩＳＯ／ＴＣ４（転がり軸受）からの意見などが議論

され、現在はＣＤ段階にある。 
 光触媒を扱うＷＧには、２００３年総会で発足した、ＷＧ３３（光触媒材料のＮｏｘ除去

性能）と、２００５年総会で発足した試験方法全般を扱うＷＧ３７（光触媒材料の試験方

法）とがある。両者とも活発な審議が行われている。 
 ＷＧ３８（薄膜評価法）では、３件の案件が審議中で、２００６年総会時にＷＤ案として

議論し、現在は、委員会原案（ＣＤ）の検討段階である。このＷＧには、日本からエキス

パート２名が参加している。 
 ＷＧ４０（多孔質セラミックス）は、２００６年の総会で日本提案２件が、新規業務とし

 



て採択されたため同時に結成されたＷＧであり、コンビナーは日本が獲得している。 
 ＷＧ４１（イオン伝導性セラミックス）についても、日本から２件の新規業務提案を行っ

たが、参加５ヶ国は集まらなかった。しかし、今後、各国に参加を呼びかけ、５ヶ国以上に

達した時点で正式投票に進むこととし、本ＷＧが結成された。 
 
４．我が国の活動実績（２００６年） 
（１）全体概要  
ＩＳＯ／ＴＣ３３（耐火物）

現在、我が国提案の推進規格数は、化学分析１７規格、物理試験１規格で、２００６年

１２月に、我が国提案の「耐火物製品中の酸化ほう素（Ⅲ）の定量―第２部：バインダー中

の酸化ほう素（Ⅲ）の酸抽出定量方法」がＩＳＯ規格として発行されている。 
２００６年も、国際会議出席や技術交流など対外活動を活発に行い、（詳細は６．（２）参

照）これら地道な取り組みが成果となったものである。 
 

ＩＳＯ／ＴＣ２０６（ファインセラミックス）

 ＴＣ幹事国として懸案となっていた、２００４年に前議長（米国）の退任以来、空席で

あった議長を就任させることができた。また、２００５年総会（ハワイ）で説明し、我が国

提案の光触媒関連の規格（セルフクリーニング性能）に関して、２００６年総会を臨むにあ

たり、専門家派遣国数が不足していたが、急遽中国を訪問、協力を要請し、その結果、賛成

が得られ、総会で検討を開始することができた。さらに、２００６年に我が国より新規案件

（空気浄化性能など４件）を提案し、その年にはエキスパート不足で未採択であったが、各

国メンバーへの依頼や説得を重ね、すべての提案について審議開始の条件をクリアする見通

しがたち、２００７年１月に登録となった。また、ＷＧ３３における日本提案（光触媒のＮ

ｏｘ除去性能）も、現在は発行準備段階にある。 
同総会では、ＷＧ３９（長繊維複合材料）、ＷＧ４０（多孔質セラミックス）、ＷＧ４１

（イオン伝導性セラミックス）が設置され、そのうち、ＷＧ４０及びＷＧ４１は、我が国が

コンビナーを取得した。総会後、各ＷＧで国内委員会を行い、規格原案の検討を行った。 
 日本からの提案のうち、ＷＧ４０での「多孔質セラミックスの室温曲げ疲労試験方法」

「多孔質セラミックスの熱衝撃試験方法」の２件が、参加５ヶ国に達し、ＮＷＩＰとして採

択された。また、ＷＧ３７の光触媒分野関係４規格は、総会の時点では、規定の参加５ヶ国

には及ばなかったが、アジア諸国を主とする各国メンバーへの依頼、説得を重ねた結果、２

００７年１月にＮＷＩＰとして登録され、２００７年の総会で審議開始となる予定である。 
 ２００６年には、日本提案案件がＩＳＯ規格として２件（ＷＧ３１：モノリシックセラ

ミックスの常温繰り返し曲げ疲労試験方法、ＷＧ３２：モノリシックセラミックスの引張り

クリープ試験方法）、２００７年３月には１件（ＷＧ２６：レーザー散乱による粉体粒分布

測定）が発行された 

 その他には、ＷＧ３６（ベアリング材料）の日本提案をＣＤ段階に進めることができた。

また、ＷＧ３８（薄膜評価法）では、日本からエキスパート２名が参加し、積極的に国際標

準化活動の裾野を広げることができた。 
  
（２）活動実績  

 



① 新規提案数 
ＩＳＯ／ＴＣ３３（耐火物）・・・１件  
ＩＳＯ／ＴＣ２０６（ファインセラミックス）・・・８件 
詳細は、６．（２）①のとおりである。 

② 国際会議実績（参加実績、日本での開催実績） 
６．（２）②のとおりである。 

③ 幹事国・議長・コンビナー等引受実績 
６．（２）③のとおりである。 

④ その他の活動実績 

ＩＳＯ／ＴＣ３３（耐火物） 
・６月に韓国、７月に中国、１０月にインドを訪問。 

     ＩＳＯ／ＴＣ３３のＰメンバー国であり、日本提案のＩＳＯ規格化への協力要請と、

技術交流が目的であり、日本提案策定の進捗を進展させることができた。 
・１１月 イギリス、ドイツ訪問。 

ＩＳＯとＣＥＮで影響力の強い英国とドイツを訪問し、審議中の日本提案規格の調整

と新規提案の説明、今後の新規提案動向の調査が目的であり、日本提案への理解を得

ることができた。 
ＩＳＯ／ＴＣ２０６（ファインセラミックス） 

・ ４月 アメリカ・カナダを訪問。 
 ＩＳＯ／ＴＣ２０６運営に関する打ち合わせを行った。 

・ ６月 中国を訪問。 
 光触媒標準化の国際協力、セルフクリーニング性能の案件への専門家要請が目的

であり、中国からの専門家を得ることができた。 
・ ６月 韓国を訪問。 

 ＩＳＯ／ＴＣ２０６運営に関する打ち合わせ。 
・ ９月、１２月 中国を訪問。 

 光触媒標準化の国際協力、新規日本提案への専門家要請が目的であり、中国から

の専門家を得ることができた。 
⑤ 活動実績の評価 
  ＩＳＯ／ＴＣ３３（耐火物）

日本提案の審議案件が２０件ほどあり、日本からのコメント提出も行っており、積極的か

つ活発な活動を行ったと評価できる。また、他国との技術交流も盛んで、我が国の優れた技

術の普及にも注力し、他国の理解を得ることができた。 

IＳＯ／ＴＣ２０６（ファインセラミックス） 
現在審議中の案件の半数以上が日本提案であり、コンビナーも２件新たに獲得するなど、

我が国主導の活動が続いている。 
 
５．我が国の活動計画（２００７年） 
（１）全体概要  
ＩＳＯ／ＴＣ３３（耐火物） 

・Ｐ－メンバー１６ヶ国中８ヶ国を握るＣＥＮとの今まで以上の連携が重要である。特

 



に、議長、幹事国及びコンビナーを握る英国との、関係をより密にすることとする。 
・アジア諸国のＰ－メンバー国（日・中・韓・印）との関係をより緊密にすることとす

る。 
・物理試験について、熱間摩耗試験方法に続き、熱膨張試験方法を提案する予定である。 
・第３０回ＴＣ総会（２００７年９月 ドレスデン）へ２名の専門家の参加を予定して

おり、「炭化けい素含有耐火物の蛍光Ｘ線方法」を新規提案する予定である。 
・ＪＩＳのＩＳＯ化をよりスムーズに行うために人材や研究設備などの充実を図ること

とする。 
 

ＩＳＯ／ＴＣ２０６（ファインセラミックス） 
・試験規格から部品規格への拡大や新たな機能・応用に関する規格等の範囲拡大が始

まっている中、幹事国として韓国（議長）、英国（アドバイザリメンバ－コンビナ）、

米国、中国等をリードしながら、技術的な面でのリーダシップとともに運営能力及び

コミュニケーション力（語学力など）の強化を図ることとする。 
・各国と調整を行いながら新規提案を積極的に行い、リーダシップの向上を図ることと

する。 
・第１４回ＴＣ総会（２００７年６月 ベルリン）へ１５人の専門家を派遣予定である。 
・ＮＷＩＰ及びＰＷＩ（予備項目）にある業務をスムーズに進めるため、韓国、中国、

ドイツ、フランス、英国等の標準化機関、研究者を訪問する予定である。 
・光触媒、多孔体、長繊維強化セラミックス、耐熱コーティングを中心に新規提案項目

の発掘を検討することとする。 
・ＮＷＩＰに伴う各国研究者へのＰＲとエキスパート探索を実施することとする。 
 

（２）新規提案予定件数  
ＩＳＯ／ＴＣ３３（耐火物）  2 件 
・ Test methods for thermal expansion of refractory products Part 1:Non-contact method 

（耐火物の熱膨張の試験方法―第１部 非接触法） 
 → CEN/TC187 (2007.3)で紹介予定。ISO/TC33（2007.9）で提案予定。 

・ Fused bead method XRF analysis for refractories containing silicon carbide 
（炭化けい素含有耐火物の蛍光Ｘ線分析方法） 
 → ISO/TC33 総会（2007.9）で提案予定。 

ＩＳＯ／ＴＣ２０６（ファインセラミックス）  2 件 
・ Single cell polarization test method for solid state electrochemical cell by current interruption （電

流遮断法による固体酸化物燃料電池の単セル分極試験方法） 
 → ISO/TC206 総会（2007.6）で発表予定。 

・ Testing method of surface roughness of fine ceramic films by atomic force microscopy 
（原子間力顕微鏡によるファインセラミックス薄膜の表面粗さ試験方法） 

 → ISO/TC206 総会（2007.6）で発表予定。 

 

（３）幹事国等引受予定件数  
なし 

 



 

６．参考資料集

（１）窯業分野のＩＳＯ／ＴＣ／ＳＣ及びＷＧの活動状況及び重点分野

ＴＣ
番号

SC
番号

WG
番号

名称
参加
地位

国内審議団体 幹事国
日本
議長

日本
主査

重点分
野

22 自動車 P フランス
22 11 グレージング材料 P 米国
29 工具 P フランス
29 5 研削といし及び研削材 P ドイツ
33 耐火物 P 英国 ◎
33 10 不定形耐火物の試験 米国 ◎
33 12 緻密質耐火物製品の分類 日本 ○ ◎
33 13 セラミック繊維製品の試験 英国 ◎
33 14 弾性率 米国 ◎
33 16 耐火モルタル 中国 ◎
33 17 化学分析方法 英国 ◎
33 18 一酸化炭素による反応 英国 ◎
33 19 耐火れんがの寸法 空き ◎
48 実験用装置 O ドイツ
48 3 温度計 Ｎ ドイツ
48 4 液体比重計 Ｎ ドイツ
48 5 ガラス製器具の品質 O 空き
48 6 実験用及び容積測定器具 Ｎ ドイツ
61 プラスチック P 米国
61 13 複合材料及び強化用繊維 Ｓ 日本 ○
61 13 1 強化材及びその製品 日本 ○

160 建築用ガラス P 英国
160 1 製品規定 P 英国
160 1 1 基本ガラス製品 フランス
160 1 2 強化ガラス ドイツ
160 1 3 合わせガラス ドイツ
160 1 4 複層ガラス 米国
160 1 5 鏡 ベルギー
160 1 6 コーティングガラス 米国
160 1 7 舗装用ガラス 米国
160 1 8 曲げガラス 米国
160 2 性能規定 P 米国
160 2 1 窓ガラスの強度設計 英国

160 2 2
窓ガラスの光学的及び熱的性
能

ドイツ

160 2 3 窓ガラスの防音 ドイツ
160 2 4 耐火ガラスの組立 ドイツ
160 2 5 施工法、シール材 ベルギー
160 2 6 安全ガラスの試験法 英国
160 2 7 セキュリティガラス試験法 米国
206 ファインセラミックス Ｓ 日本 ◎
206 13 粉体真密度 日本 ○ ◎

206 15
レーザフラッシュ法による
　　　　　　熱拡散率

日本 ○ ◎

206 17
スクラッチ法によるセラミック薄
膜の接着力

英国 ◎

206 19 複合材料の圧縮挙動 米国 ◎
206 20 複合材料の層間剪断挙動 米国 ◎
206 21 複合材料のIn-plane剪断挙動 米国 ◎

206 26
レーザー散乱による粉体粒径
分布測定

日本 ○ ◎

（社）自動車技術会

研削砥石工業会

耐火物技術
　　　　　協会

（社）日本硝子
製品工業会

日本プラス
チック工業連
盟

板硝子協会

ファインセラミッ
クス国際標準化
推進協議会

 
 

 



 

206 27
湿式ふるいによるセラミック粉
体中の粗大粒

日本 ○ ◎

206 28 ＣＮＢ方式による破壊強度 米国 ◎
206 29 酸・アルカリに対する耐腐食性 日本 ○ ◎

206 30
接触探査計測器による厚さ測
定

日本 ○ ◎

206 31 室温下での周期的曲げ疲労 日本 ○ ◎

206 32
モノリシックセラミックスの
　　　　　　引張クリープ

日本 ○ ◎

206 33 光触媒材料のＮｏｘ除去性能 日本 ○ ◎

206 34 SEVNB法による破壊靭性測定 英国 ◎

206 35 セラミックス粉体のタップ密度 韓国 ◎
206 36 セラミックベアリング材料 日本 ○ ◎

206 37 光触媒材料の性能試験方法 日本 ○ ◎

206 38 コーティングの試験方法 英国 ◎
206 39 長繊維複合材料 米国 ◎
206 40 多孔質セラミックス 日本 ○ ◎
206 41 イオン伝導性セラミックス 日本 ○ ◎

　　　　注１）◎印がついているのが重点分野
　　　　注２）日本議長、主査には○印

窯業分野計
ＴＣ
数

ＳＣ
数

ＷＧ
数

幹事 議長 主査

7 9 46 日本引き受け数 2 1 15

（２）２００６年活動実績データ
　

①提案規格数　　新規９件、改正０件

ＴＣ ＳＣ ＷＧ
新規・改
正の別

33 17
206 37
206 37
206 37
206 37
206 40 常温での多孔質セラミックスの曲げ疲労試験方法
206 40 常温での多孔質セラミックスの熱衝撃試験方法
206 41
206 41

注）改正は▲印

②国際会議実績
　ａ）参加実績　　　

ＩＳＯ／ＴＣ３３・・・１回（延べ２名）
ＩＳＯ／ＴＣ２０６・・・１回（延べ１５名）

　ｂ）日本での開催実績　なし

③幹事国・議長等引受実績
ＴＣ ＳＣ ＷＧ 幹事・議長・主査の別

33 12 主査
61 13 幹事
61 13 議長

206 40 主査
206 41 主査

イオン導電セラミックスの導電性ー酸素イオン導電体
イオン導電セラミックスの導電性ーナトリウムイオン導電体

ﾌｧｲﾝｾﾗﾐｯｸｽ－光触媒材料の空気浄化性能試験方法－第２部：ｱｾﾄｱﾙﾃﾞﾋ
ﾌｧｲﾝｾﾗﾐｯｸｽ－光触媒材料の空気浄化性能試験方法－第３部：ﾄﾙｴﾝ
ﾌｧｲﾝｾﾗﾐｯｸｽ－活性酸素生成能力測定による光触媒材料の水質浄化性能
ﾌｧｲﾝｾﾗﾐｯｸｽ-光触媒試験用標準光源

General requirements for the wet chemical, AAS and ICP analysis

規格名称

ファインセラミッ
クス国際標準化
推進協議会

 

 


